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研
究
ノ
ー
ト
V
埃
及
研
究
か
ら
見
た
　
　
　
　
　
近
代
日
本
の
ア
ジ
ア
観
田
　
村
愛
　
理
　
黒
船
到
来
と
い
う
決
定
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
受
け
て
、
日
本
が
開
国
に
踏
切
り
、
『
近
代
化
』
へ
の
道
を
歩
み
出
し
た
頃
、
エ
ジ
プ
ト
は
そ
の
点
、
日
本
よ
り
は
る
か
に
先
進
国
で
あ
っ
た
。
　
一
七
九
八
年
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
遠
征
後
の
エ
ジ
プ
ト
の
混
乱
を
収
拾
し
一
九
五
二
年
の
ナ
セ
ル
の
革
命
ま
で
続
く
王
朝
の
祖
と
な
っ
た
の
は
、
ア
ラ
ビ
ア
語
を
解
し
な
い
、
ア
ル
バ
ニ
ア
人
傭
兵
隊
長
の
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
ー
で
あ
っ
た
。
　
一
入
〇
五
年
か
ら
、
一
入
四
九
年
に
到
る
治
政
中
、
彼
は
仏
の
援
助
の
も
と
一
連
の
絶
対
主
義
改
革
を
行
い
、
徹
底
し
た
「
富
国
強
兵
」
　
「
殖
産
興
業
」
　
「
文
明
開
化
」
政
策
を
と
っ
た
。
　
彼
の
後
継
者
達
も
大
体
こ
の
線
に
沿
い
、
エ
ジ
プ
ト
を
東
洋
の
ベ
ル
ギ
ー
に
す
べ
く
近
代
化
に
カ
を
尽
し
た
。
一
八
六
九
年
に
は
ス
エ
ズ
運
河
が
開
通
し
、
祝
典
の
為
に
作
ら
れ
た
オ
ペ
ラ
、
　
「
ア
イ
ー
ダ
」
の
あ
の
勇
ま
し
い
凱
旋
歌
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
前
途
を
高
ら
か
に
歌
い
あ
げ
る
が
如
く
で
あ
っ
た
。
　
し
か
し
、
一
方
、
こ
れ
ら
の
費
用
を
ま
か
な
う
為
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
か
ら
借
り
入
れ
た
外
債
は
、
年
々
雪
だ
る
ま
式
に
ふ
く
れ
上
が
っ
て
、
つ
い
に
は
借
金
返
済
の
為
の
借
金
と
い
う
悪
循
環
に
エ
ジ
プ
ト
経
済
は
陥
入
っ
て
し
ま
う
。
　
日
本
が
や
っ
と
「
近
代
」
国
家
と
し
て
歩
き
は
じ
め
た
ば
か
り
の
】
八
七
六
年
（
明
9
）
に
は
、
エ
ジ
プ
ト
は
国
庫
を
閉
鎖
し
、
国
家
財
政
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
管
理
下
に
お
か
れ
る
事
に
な
っ
た
。
　
こ
の
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
内
閣
に
よ
る
二
重
管
理
体
制
の
も
と
で
、
エ
ジ
プ
ト
は
国
庫
歳
入
の
7
9
％
を
も
、
債
務
返
済
に
当
て
ら
れ
、
官
庁
や
軍
隊
に
お
い
て
も
エ
ジ
プ
ト
人
は
昇
進
を
は
ば
ま
れ
た
上
、
給
料
は
半
減
さ
れ
、
2
0
ヵ
月
分
も
滞
納
さ
れ
る
よ
う
な
有
様
で
あ
っ
た
。
し
わ
寄
せ
は
、
農
民
の
上
に
は
な
は
だ
し
く
、
飢
饅
に
も
か
か
わ
ら
ず
税
金
は
二
年
先
の
分
ま
で
暴
力
的
に
収
奪
さ
れ
た
。
　
こ
の
よ
う
な
二
重
管
理
体
制
の
生
み
出
し
た
矛
盾
へ
の
不
満
が
、
　
「
エ
ジ
プ
ト
人
の
為
の
エ
ジ
プ
ト
」
を
唱
え
た
、
ア
フ
マ
ド
・
オ
ラ
ー
ビ
ー
の
革
命
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
オ
ラ
ー
ビ
ー
の
反
乱
）
と
し
て
爆
発
点
に
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
八
入
二
年
（
明
1
5
）
こ
の
革
命
は
挫
折
に
終
り
、
エ
ジ
プ
ト
は
、
以
後
イ
ギ
リ
ス
の
占
領
下
に
入
る
の
で
あ
る
。
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私
が
調
べ
た
限
り
に
お
い
て
、
目
本
人
が
こ
の
オ
ラ
ー
ビ
i
革
命
を
間
接
的
に
せ
よ
紹
介
し
た
、
そ
の
最
初
の
も
の
が
、
海
軍
に
よ
る
仕
事
で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
後
の
日
本
の
歩
み
を
考
え
る
と
象
徴
的
に
思
わ
れ
る
。
こ
れ
は
｝
八
入
二
年
七
月
十
一
日
の
英
軍
に
よ
る
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
砲
撃
の
様
子
を
純
作
戦
的
・
用
兵
的
見
地
か
ら
記
録
し
た
も
の
を
、
海
軍
軍
事
文
庫
が
訳
し
、
　
「
歴
山
太
利
量
塁
砲
撃
顛
末
」
と
し
て
一
八
八
三
年
（
明
1
6
）
に
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
が
列
強
の
軍
事
行
動
に
敏
感
に
反
応
し
、
い
か
に
軍
の
育
成
、
充
実
に
力
を
入
れ
て
い
た
か
伺
わ
れ
よ
う
。
　
日
本
人
が
オ
ラ
ー
ビ
ー
革
命
に
積
極
的
に
関
わ
っ
た
の
は
、
東
海
散
士
に
お
い
て
で
あ
る
。
彼
は
、
一
八
入
五
年
（
明
1
8
）
小
説
「
佳
人
の
奇
遇
」
を
発
表
し
、
亡
国
に
嘆
く
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
美
女
紅
蓮
と
共
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
為
に
大
い
に
な
さ
ん
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
4
年
後
の
｝
八
八
九
年
（
明
2
2
）
に
は
、
明
平
滅
土
・
阿
梨
（
ム
ハ
ン
マ
ド
・
ア
リ
）
か
ら
亜
刺
飛
（
オ
ラ
ー
ビ
ー
）
ま
で
の
、
エ
ジ
プ
ト
が
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
と
な
っ
て
ゆ
く
歴
史
を
「
埃
及
近
世
史
」
と
し
て
出
版
し
た
。
　
東
海
散
士
は
本
名
柴
四
郎
と
い
い
、
会
津
藩
の
出
身
で
あ
る
。
会
津
落
城
の
際
に
は
、
十
七
歳
だ
っ
た
彼
は
降
伏
人
と
し
て
東
京
の
謹
慎
所
に
拘
束
さ
れ
た
。
　
（
次
兄
は
戦
死
、
祖
母
、
母
、
妹
、
媛
は
自
刃
、
散
士
の
義
は
こ
こ
に
由
来
す
る
。
）
　
明
治
二
年
か
ら
七
年
ま
で
は
各
地
流
浪
苦
学
の
日
々
を
過
し
た
が
、
八
年
か
ら
三
年
間
、
横
浜
税
関
長
、
柳
谷
謙
太
郎
の
家
に
寄
食
し
、
英
語
を
学
ん
だ
。
十
年
に
西
南
戦
争
が
起
る
と
彼
も
出
征
し
、
戦
況
報
告
を
「
東
京
日
々
新
聞
」
に
の
せ
た
の
が
縁
で
谷
干
城
、
豊
川
良
平
の
知
遇
を
得
、
豊
川
の
紹
介
で
岩
崎
家
留
学
生
と
し
て
、
明
治
一
二
年
、
二
十
七
歳
の
時
永
年
の
夢
が
か
な
っ
て
ア
メ
リ
カ
へ
渡
っ
た
。
五
年
後
、
バ
チ
ュ
ラ
i
・
オ
ブ
・
フ
ィ
ナ
ン
セ
ス
の
学
位
を
得
て
帰
国
す
る
と
、
折
か
ら
日
本
は
鹿
鳴
館
時
代
、
政
府
は
う
わ
べ
だ
け
の
ヨ
ー
ロ
ッ
。
ハ
文
化
模
倣
に
夢
中
で
、
「
上
流
者
歌
舞
遊
楽
之
レ
耽
リ
」
（
佳
人
の
奇
遇
巻
十
）
と
い
う
状
態
で
あ
っ
た
。
　
留
学
中
、
西
洋
諸
国
の
東
洋
侵
略
が
進
み
、
世
界
が
弱
肉
強
食
の
揚
と
な
り
つ
つ
あ
る
事
実
を
目
撃
し
た
散
士
は
、
こ
れ
を
憂
い
、
小
説
「
佳
人
の
奇
遇
」
を
公
け
に
し
、
日
本
の
危
機
を
上
下
に
訴
え
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
　
明
治
十
八
年
十
二
月
、
伊
藤
博
文
を
総
理
大
臣
と
す
る
内
閣
制
度
が
成
立
す
る
と
、
谷
干
城
は
農
商
務
大
臣
と
な
り
、
散
士
は
彼
の
秘
書
官
と
し
て
翌
十
九
年
三
月
か
ら
二
十
年
六
月
ま
で
の
欧
州
視
察
に
随
行
し
た
。
こ
の
旅
行
で
彼
は
、
革
命
に
失
敗
し
、
セ
イ
ロ
ン
島
に
流
刑
中
の
オ
ラ
ー
ビ
ー
に
会
っ
た
の
で
あ
る
。
又
、
ト
ル
コ
の
オ
ス
マ
ン
・
パ
シ
ャ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
革
命
志
士
、
コ
ッ
ス
ー
ト
等
に
も
会
い
、
東
洋
の
不
振
を
嘆
じ
合
っ
た
と
い
う
。
　
伊
藤
が
谷
を
洋
行
さ
せ
た
目
的
は
、
保
守
的
な
谷
に
欧
化
の
洗
礼
を
与
え
よ
う
と
考
え
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
谷
は
こ
の
旅
行
で
、
東
洋
の
不
振
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と
西
洋
の
侵
略
を
目
の
当
り
に
し
、
逆
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
思
想
を
強
め
て
帰
っ
て
き
た
。
七
月
に
は
、
政
府
の
欧
化
主
義
政
策
に
憤
っ
て
辞
職
し
散
士
も
進
退
を
共
に
し
た
。
　
散
士
が
、
　
「
埃
及
近
世
史
」
を
著
し
た
意
図
は
そ
の
序
に
明
ら
か
で
あ
る
。　
「
余
曾
テ
其
敗
将
亜
刺
飛
ヲ
錫
倫
島
二
吊
ヒ
其
敗
蝦
ノ
由
ル
所
ヲ
尋
子
其
志
ノ
存
ス
ル
所
ヲ
叩
キ
覚
エ
ズ
涙
下
ル
。
遂
二
路
ヲ
迂
シ
テ
所
謂
新
海
桜
府
二
遊
ビ
其
惨
状
ヲ
目
撃
シ
慨
然
之
ヲ
久
尖
。
．
．
・
…
」
　
「
鳴
呼
散
士
英
仏
ノ
盛
事
ヲ
語
ラ
ズ
、
却
テ
敗
政
亡
徴
ノ
埃
及
ヲ
説
ク
モ
其
志
知
ル
ベ
シ
。
彼
ノ
政
局
二
当
ル
者
月
二
酔
ヒ
花
二
狂
ス
ル
ノ
余
暇
此
書
ヲ
播
之
ヲ
目
二
見
ズ
シ
テ
而
心
二
視
。
…
…
」
　
不
平
等
条
約
下
に
あ
っ
て
、
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
る
民
旅
的
危
機
感
か
ら
エ
シ
プ
ト
の
歴
史
に
無
限
の
教
訓
を
得
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
事
件
に
関
す
る
記
述
も
詳
し
く
、
オ
ラ
ー
ビ
ー
等
に
対
し
、
惜
し
み
な
い
同
情
と
連
帯
的
意
識
を
寄
せ
て
い
る
。
　
こ
の
よ
う
な
鋭
い
国
際
感
覚
を
も
っ
て
た
散
士
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
そ
の
後
ど
う
な
っ
た
か
。
　
「
佳
人
の
奇
遇
」
は
そ
の
前
半
と
後
半
の
間
に
七
年
の
ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
再
開
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
両
者
を
比
べ
て
み
る
と
お
も
し
ろ
い
。
前
半
で
は
自
由
民
権
、
そ
し
て
欧
化
に
対
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
そ
の
主
張
で
あ
り
、
舞
台
も
ス
ペ
イ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ハ
ン
ガ
リ
i
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
で
あ
っ
た
が
、
日
清
戦
争
を
は
さ
ん
で
再
開
さ
れ
た
後
半
は
ま
る
き
り
違
っ
た
時
事
小
説
と
な
っ
て
い
る
。
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
は
こ
こ
で
、
国
権
伸
長
と
結
び
つ
き
、
日
本
が
日
清
戦
争
を
背
景
に
東
洋
に
勃
興
す
る
物
語
で
、
朝
鮮
が
舞
台
と
な
っ
て
い
る
。
彼
は
東
亜
経
営
の
志
を
強
め
、
そ
の
為
の
ア
ジ
ア
の
一
致
を
説
く
の
で
あ
る
。
　
国
権
伸
長
、
東
亜
振
興
の
理
想
を
実
現
す
べ
く
、
彼
は
政
界
に
う
っ
て
出
る
。
明
治
二
十
八
年
に
は
朝
鮮
に
日
本
党
の
内
閣
を
つ
く
る
為
、
陸
軍
中
将
三
浦
梧
楼
の
朝
鮮
経
営
の
顧
問
と
し
て
入
韓
し
、
後
閨
妃
殺
害
事
件
に
連
座
し
、
獄
に
つ
な
が
れ
た
が
、
無
罪
と
な
っ
た
。
そ
の
後
も
新
領
土
台
湾
の
開
発
を
目
的
と
し
た
台
湾
協
会
の
委
員
と
な
っ
た
り
活
躍
し
、
日
露
戦
争
の
後
、
明
治
三
十
八
年
に
は
、
国
権
伸
長
に
つ
く
し
た
そ
の
功
に
よ
り
勲
四
等
に
叙
せ
ら
れ
、
大
正
十
一
年
七
十
一
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
　
散
士
の
こ
の
よ
う
な
経
歴
を
み
て
い
る
と
、
そ
こ
に
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
軸
と
し
て
、
民
権
と
国
権
が
表
裏
一
体
を
な
し
絡
み
合
っ
て
進
行
し
、
民
権
か
ら
国
権
へ
の
転
向
が
行
な
わ
れ
て
い
っ
た
、
目
本
の
思
想
の
流
れ
が
、
そ
の
典
型
と
し
て
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
そ
し
て
、
も
う
こ
の
段
階
で
、
目
本
人
の
ア
ジ
ア
観
は
分
離
し
て
い
る
。
　
黒
船
の
威
力
を
も
っ
て
開
国
を
せ
ま
ら
れ
た
日
本
が
、
自
ら
を
自
覚
し
た
の
は
、
ま
ず
対
西
洋
と
い
う
形
で
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
植
民
地
化
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
た
時
代
に
は
、
二
つ
の
違
っ
た
意
識
が
対
ア
ジ
ア
に
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
つ
に
は
、
こ
の
よ
う
な
み
じ
め
な
ア
ジ
ア
か
ら
脱
し
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な
く
て
は
い
け
な
い
、
東
亜
の
悪
友
を
振
り
切
っ
て
西
洋
に
学
ぶ
、
す
な
わ
ち
福
沢
諭
吉
の
脱
亜
の
思
想
で
、
こ
れ
こ
そ
日
本
を
植
民
地
化
か
ら
救
う
も
の
だ
と
の
意
識
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
同
時
に
そ
の
裏
に
も
う
「
っ
の
ア
ジ
ア
観
を
持
っ
て
い
た
、
す
な
わ
ち
、
日
本
を
含
め
て
ア
ジ
ア
を
被
抑
圧
国
と
し
て
捉
え
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
の
弱
者
の
連
帯
意
識
が
あ
り
、
こ
の
両
者
は
や
は
り
表
裏
「
体
を
な
し
て
い
た
と
老
え
ら
れ
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
日
清
、
日
露
両
戦
役
で
の
勝
利
は
、
自
信
へ
と
つ
な
が
り
こ
の
両
方
を
含
ん
だ
形
で
存
在
し
た
日
本
人
の
ア
ジ
ア
意
識
を
、
や
が
て
西
洋
に
対
す
べ
き
、
東
亜
を
興
す
、
そ
の
盟
主
と
し
て
の
日
本
と
い
う
、
押
し
か
け
花
聾
的
優
越
指
導
者
意
識
へ
と
転
化
し
て
ゆ
く
。
　
こ
の
二
面
性
を
も
っ
た
対
ア
ジ
ア
観
の
変
化
は
、
そ
の
後
の
埃
及
研
究
に
も
明
確
に
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
初
期
の
も
の
と
し
て
は
、
明
治
二
十
六
年
に
書
か
れ
た
西
源
四
郎
の
論
文
「
埃
及
問
題
」
　
（
国
家
学
会
雑
誌
7
の
7
7
）
が
あ
る
。
彼
は
エ
ジ
プ
ト
問
題
を
朝
鮮
に
か
ら
め
て
説
明
し
、
オ
ラ
ー
ビ
ー
運
動
に
関
し
て
は
そ
れ
を
日
本
の
維
新
期
嬢
夷
軍
と
し
て
捉
え
て
は
い
る
が
、
同
情
を
寄
せ
、
英
仏
を
批
判
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
い
る
。　
「
英
仏
両
国
が
埃
及
事
件
二
就
キ
施
セ
シ
政
略
ハ
往
公
平
ノ
措
置
ヲ
失
ヒ
強
ハ
弱
ヲ
侵
ス
ノ
世
慣
二
基
ク
…
…
中
略
…
…
一
ト
シ
テ
公
明
正
大
ノ
処
置
二
出
シ
モ
ノ
ナ
ク
、
特
二
内
乱
ノ
原
由
タ
ル
欧
人
内
政
干
渉
ハ
公
法
上
二
於
テ
埃
及
国
権
ヲ
侵
セ
シ
者
ト
云
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。
」
そ
し
て
我
身
を
振
り
返
っ
て
、
　
「
治
外
法
権
ヲ
失
フ
ノ
国
ハ
将
来
何
等
ノ
形
勢
ヲ
惹
起
ス
ル
ヤ
ハ
埃
及
問
題
ヲ
以
テ
亀
鑑
ト
ナ
ス
ニ
足
ル
是
レ
予
ガ
特
二
東
洋
問
題
ヲ
講
ス
ル
者
ノ
注
意
ヲ
惹
ク
所
ナ
リ
。
」
と
警
告
を
与
え
、
　
エ
ジ
プ
ト
問
題
に
積
極
的
に
、
同
情
的
立
場
に
た
っ
て
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
　
日
清
戦
争
で
勝
利
し
た
日
本
は
、
初
め
て
台
湾
と
い
う
植
民
地
を
統
治
す
る
事
に
な
っ
た
が
、
こ
の
頃
か
ら
「
植
民
政
策
」
関
係
の
本
が
よ
く
訳
さ
れ
、
か
つ
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
明
治
三
十
二
年
戸
水
寛
人
は
そ
の
著
「
亜
非
利
加
之
前
途
」
の
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列
強
の
植
民
政
策
を
示
し
、
日
本
も
白
人
の
奴
隷
に
な
ら
ぬ
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
と
警
告
し
、
そ
の
為
に
は
よ
り
積
極
的
に
植
民
地
を
獲
得
す
べ
し
と
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
時
期
の
埃
及
研
究
は
、
こ
の
線
に
沿
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
が
主
で
あ
る
。
　
鎌
田
栄
吉
は
、
「
埃
及
国
の
敗
政
」
（
東
京
法
学
院
三
十
二
年
度
講
議
録
）
に
つ
い
て
、
台
湾
統
治
の
目
的
の
為
に
述
べ
、
明
治
三
十
八
年
に
加
藤
扶
桑
は
「
保
護
国
経
営
の
模
範
埃
及
」
を
韓
国
経
営
参
考
の
為
に
著
わ
し
て
い
る
。
同
様
の
本
で
は
翌
年
、
竹
越
与
三
郎
渉
「
比
較
植
民
制
度
」
を
著
わ
し
、
英
国
の
エ
ジ
プ
ト
統
治
法
を
奨
賞
し
て
い
る
。
　
そ
し
て
又
、
明
治
四
十
四
年
、
ク
ロ
ー
マ
ー
卿
の
エ
ジ
プ
ト
統
治
の
記
録
を
「
最
近
埃
及
」
と
し
て
訳
し
た
大
日
本
文
明
協
会
の
意
図
は
何
で
あ
っ
た
の
か
。
会
長
大
隅
重
信
は
、
そ
の
序
文
で
こ
う
述
べ
て
い
る
。
　
「
卿
の
埃
及
に
於
け
る
経
営
は
我
韓
国
於
け
る
保
護
政
策
の
上
に
参
考
に
す
べ
き
も
の
多
き
を
思
ひ
、
之
を
（
ク
ロ
ー
マ
ー
演
説
集
）
伊
藤
公
に
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送
り
た
る
こ
と
あ
り
　
　
中
略
ー
上
下
二
巻
偉
大
な
る
経
世
的
教
訓
に
充
て
り
。
韓
国
の
位
置
は
一
変
し
た
け
れ
ど
も
、
我
国
民
が
比
書
に
就
テ
玩
味
せ
ば
、
其
稗
益
す
る
所
多
大
な
る
は
余
の
信
じ
て
疑
は
ざ
る
所
な
り
。
ー
中
略
－
埃
及
の
平
和
と
秩
序
と
は
今
に
至
る
ま
で
全
く
英
国
の
兵
力
に
よ
り
て
支
持
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
な
り
。
埃
及
に
於
け
る
英
国
現
今
の
位
置
止
む
を
得
ざ
る
に
出
つ
る
こ
と
亦
以
て
察
す
る
に
余
り
あ
り
。
」
と
、
ク
ロ
ー
マ
ー
卿
の
統
治
を
激
賞
し
、
英
国
の
立
場
に
連
帯
の
同
情
の
感
情
を
惜
し
ま
な
い
の
で
あ
る
。
　
「
無
学
な
る
暴
徒
」
オ
ラ
ー
ビ
ー
へ
は
一
顧
の
関
心
も
、
同
情
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。
ま
し
て
連
帯
の
感
情
に
お
い
て
お
や
で
あ
る
。
　
今
や
押
し
も
お
さ
れ
ぬ
、
極
東
の
帝
国
主
義
国
と
な
っ
た
大
日
本
の
、
大
日
本
文
明
協
会
が
唱
え
る
「
東
西
融
合
」
の
こ
れ
が
本
質
で
あ
っ
た
。
　
大
正
期
に
入
っ
て
、
注
目
す
べ
き
は
十
一
年
に
著
わ
さ
れ
た
、
大
川
周
明
の
「
復
興
ア
ジ
ア
の
諸
問
題
」
で
あ
る
。
第
九
章
で
「
埃
及
に
お
け
る
国
民
運
動
の
勝
利
」
を
扱
っ
て
彼
は
、
オ
ラ
ー
ビ
ー
運
動
に
関
し
て
、
軍
隊
が
、
そ
の
国
民
的
利
益
並
に
自
由
の
戦
士
と
し
て
、
革
命
運
動
の
中
心
勢
力
に
な
っ
た
事
に
注
目
し
、
又
、
ク
ロ
ー
マ
ー
卿
の
い
わ
ゆ
る
恩
恵
統
治
に
対
し
て
は
、
こ
れ
を
批
判
し
、
物
質
的
進
歩
に
拘
わ
ら
ず
埃
及
国
民
は
、
常
に
英
吉
利
に
対
し
て
の
反
感
を
消
す
事
は
な
か
っ
た
と
、
そ
の
国
民
運
動
の
歴
史
を
述
べ
、
大
い
に
同
惰
を
示
し
、
「
埃
及
は
既
に
『
恥
づ
べ
き
内
な
る
鎖
』
を
寸
断
し
た
。
彼
等
は
晩
か
れ
早
か
れ
、
完
全
絶
対
に
『
痛
ま
し
き
外
な
る
鎖
』
を
も
断
つ
で
あ
ろ
う
。
」
と
こ
れ
を
励
ま
し
て
い
る
。　
行
動
に
お
い
て
は
積
極
的
な
帝
国
主
義
者
で
あ
っ
た
大
川
周
明
は
、
一
方
に
お
い
て
は
、
ガ
ン
ジ
ー
や
ネ
ル
i
、
イ
ヴ
ン
・
サ
ウ
ド
、
ケ
マ
ル
・
パ
シ
ヤ
と
い
っ
た
民
族
運
動
者
等
の
紹
介
の
先
駆
者
で
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
研
究
に
も
は
や
く
か
ら
手
を
つ
け
、
研
究
だ
け
で
な
く
、
世
界
最
古
の
回
教
大
学
、
ア
ズ
ハ
ル
へ
留
学
生
を
送
る
援
助
等
も
し
た
、
　
大
川
周
明
に
見
ら
れ
た
よ
う
な
、
心
情
と
行
動
の
分
裂
は
、
し
か
し
次
の
論
文
に
お
い
て
は
、
も
は
や
完
全
に
行
動
面
へ
一
致
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
昭
和
三
年
、
島
谷
亮
輔
は
「
埃
及
、
印
度
、
支
那
」
　
（
外
交
時
報
4
8
加
4
）
と
題
す
る
論
文
で
「
彼
等
に
統
治
能
力
あ
り
や
」
と
論
じ
て
い
る
。
彼
は
ま
ず
、
ア
ジ
ア
の
こ
れ
ら
の
国
の
民
旅
運
動
は
日
本
の
勃
興
に
負
う
処
、
大
で
あ
る
と
し
、
日
露
戦
争
が
こ
れ
ら
の
民
旅
的
自
覚
を
促
し
た
の
で
あ
る
と
自
負
す
る
。
し
か
し
民
族
運
動
そ
の
も
の
は
西
洋
文
化
の
移
殖
で
あ
る
と
、
こ
れ
を
批
判
し
、
民
主
主
義
な
る
も
の
が
こ
れ
ら
の
国
で
成
功
す
る
か
と
論
を
進
め
て
ゆ
く
。
そ
し
て
結
論
と
し
て
、
彼
等
は
日
本
に
学
ば
ず
徒
ら
に
内
政
を
混
乱
さ
せ
て
い
る
と
し
、
　
「
凡
そ
統
治
の
最
大
目
的
は
、
国
内
秩
序
維
持
で
あ
っ
て
軍
隊
と
警
察
は
そ
の
手
段
で
あ
る
が
、
此
点
に
お
い
て
は
印
度
も
埃
及
も
絶
対
的
に
欠
乏
し
て
い
る
。
」
そ
し
て
民
族
運
動
の
動
機
は
、
現
在
英
国
入
に
よ
っ
て
握
ら
れ
て
い
る
高
級
官
吏
の
地
位
を
独
占
せ
ん
と
欲
す
る
不
純
な
も
の
で
あ
り
、
又
、
そ
れ
等
の
主
要
は
学
生
で
あ
る
事
が
多
い
が
、
学
生
が
知
識
の
探
究
と
い
う
本
分
を
怠
っ
て
政
治
運
動
に
夢
中
に
な
る
等
と
い
う
浮
薄
な
63
る
心
懸
け
で
は
、
と
て
も
成
功
し
ま
い
。
英
帝
国
が
硬
化
す
る
の
も
無
理
か
ら
ぬ
話
で
あ
り
、
民
族
運
動
に
同
情
す
る
事
は
で
き
な
い
、
と
得
々
と
し
て
述
べ
て
い
る
。
　
こ
こ
に
お
い
て
、
連
帯
と
侵
略
が
常
に
絡
み
合
っ
て
進
展
し
て
き
た
日
本
人
の
ア
ジ
ア
観
は
、
完
全
に
後
者
が
そ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を
と
り
、
連
帯
は
も
は
や
ゆ
が
ん
だ
形
で
し
か
意
識
の
底
に
存
在
し
な
い
。
　
昭
和
六
年
に
始
ま
っ
た
満
州
事
変
は
、
十
二
年
に
は
日
華
事
変
へ
と
発
展
し
て
い
っ
た
。
昭
和
十
六
年
「
鉄
十
字
社
」
で
「
エ
ジ
プ
ト
侵
略
の
回
顧
」
（
独
）
コ
ン
ラ
ド
・
エ
ー
ル
リ
ッ
ヒ
著
、
工
藤
長
祝
訳
）
と
い
う
本
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
全
篇
、
英
国
に
対
す
る
歯
に
衣
着
せ
ぬ
批
判
で
満
ち
、
大
い
に
オ
ラ
ー
ビ
ー
等
に
同
情
を
寄
せ
て
い
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
真
の
意
図
は
社
名
、
及
び
「
ヒ
ト
ラ
ー
総
統
演
説
集
」
　
「
世
界
新
経
済
秩
序
の
建
設
と
枢
軸
民
族
の
使
命
」
と
い
っ
た
社
の
刊
行
物
か
ら
伺
わ
れ
る
よ
う
に
、
枢
軸
民
族
の
使
命
を
喧
伝
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
　
「
エ
ジ
プ
ト
よ
何
処
へ
ゆ
く
！
現
実
な
る
世
界
の
動
き
を
見
つ
め
つ
つ
忍
耐
と
理
性
と
勇
気
と
を
以
て
最
後
の
「
線
に
踏
み
止
ま
れ
！
今
や
世
界
の
解
放
を
目
ざ
す
、
新
秩
序
の
戦
さ
が
勝
利
の
進
軍
を
以
て
、
諸
君
等
の
栓
楷
を
粉
砕
し
つ
つ
あ
る
の
だ
！
」
　
そ
し
て
、
こ
の
年
十
二
月
入
日
、
日
本
は
太
平
洋
戦
争
へ
と
突
入
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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